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◆ 授業参観・PTA 総会・学年懇談会へのご参加ありがとうございました  
 ４月２４ 日（金）、今年度初めての授業参観を行いました。どの

学年も、先生や友達の話をよく聞き、自分で考えながら授業に臨め

ていました。 

授業参観の後は、ＰＴＡ総会、学年懇談会と今年度の三和中学校

や各学年の活動についてご確認いただきました。今後もこれまで先

輩方の積み重ねてきた三和中の歴史に今年度の「色」を加えながら

素敵な一年にしていければと思います。いろいろとご協力いただく

こともあると思いますが、よろしくお願いします。 

 
◆ 女性会の皆様によって学校が美しくなりました 
 ５月８日（金）に女性会の皆様に草刈りをしていただきました。 

日差しも強く暑い日でしたが「子供たちのために」と丁寧に草を刈って

いただきました。おかげさまで環境が整い、子供たちも気持ちよく学校生

活を送ることができています。 

「ありがとうございます」と感謝の気持ちを伝えている生徒もおり、地

域の温かい支えの中で子どもたちが成長していることを改めて実感いた

しました。女性会の皆様、本当にありがとうございました。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

立志 向学 調和  

自ら学び 自ら考え 協働できる 心豊かな生徒の育成 

 

先日の全校朝会で、一日の行動を左右する２つの視点を生徒へ伝えました。 

 それは、「目標」と「見通し」です。 

 とかく目の前のことに追われてしまう毎日。見通しのある行動や準備ができず、行き当たりばった

りで、右往左往したり、判断ミスをしたり、時間を無駄に使ってしまったり等、が生じてしまいま

す。少し先の目標に向かって、見通しをもって行動ができれば、より有意義な時間になります。 

 校内では、生徒総会の準備や、学年アピールの準備が始まり、活気づいています。 

 また、合唱コンクールに向けて歌声やピアノが響いています。目標をもって、見通しをもって生活

ができている生徒が多くいることを嬉しく、そして頼もしく感じます。三和中学校での毎日が充実

し、生徒にとって有意義な毎日になるよう、心から願っています。 

                                 三和中学校長  辻  雅人 

http://www.jinsekigun.jp/


◆部活動参観・部活動懇談 ～放課後の輝きを保護者の皆様へ～  
５月１日（金）に部活動参観・部活動懇談を行いました。お忙しい中ご参加いただき、ありがとうござい

ました。１年生も新しく仲間に加わり、どの部活動も明るくにぎやかな雰囲気に包まれています。先輩に教

えてもらいながら一生懸命に取り組む姿や、できたことを嬉しそうに伝える表情など、放課後には子どもた

ちの成長、「輝き」がたくさん見られます。 

日頃から温かく支えてくださる保護者の皆様のおかげで、子どもたちは安心して活動に励むことができ

ています。これからも、子どもたちの“好き”と“がんばり”を大切に支えていきたいと思います。 

 
◆心に残る 最高の修学旅行  
４月１４日（火）から１６日（木）の３日間、   

３年生は沖縄へ修学旅行に行ってきました。１日目

はひめゆりの塔や糸数アブチラガマを訪れ、平和に

ついて深く学びました。２日目は美ら海水族館の見

学やビーチ散策を楽しみ、３日目は首里城や国際通

りを巡り、沖縄の魅力を存分に味わうことができま

した。 

また、スーパーバスガイドの崎原真弓さんが同行

してくださり、歌を歌ったり、沖縄に関する話をた

くさん聞いたりできたので、より思い出深い修学旅

行となりました。沖縄でしかできない体験、そして“この仲間だか

らこそ”できた貴重な経験がたくさんあった３日間になりました。

今回の修学旅行で得た学びや気づきを、今後の学校生活や人生に

おいて、ぜひ生かしてほしいと思います。 

 

 

 

先日、屋根付き階段横の溝の蓋が外れるということが起きました。朝の登校中ということもあり小

学生も近くを通るので、大変危険な状況でした。その際、中学生数人が、先生たちが来るまでの間、

その溝に小学生が誤って落ちないように、グルリと囲ってくれていました。 

咄嗟の機転でケガをする児童、生徒はいませんでした。危険な場面の中で自然と助け合 

いができており、子どもたちの成長を感じた場面でした。これからも、こうした思いやり 

の輪が広がることを期待しています。 


